
無
料
配
布
！
 

廃
油
か
ら
手
作
り
「
固
形
石
け
ん
」
 

B
12
月
4
日
貅
、
午
前
9
時
〜
／
C
市

役
所
1
階
ロ
ビ
ー
／
F
70
人
（
先
着
順
）

／
I

消
費
生
活
を
考
え
る
会
・
金
森

蕁
9
9
6
＝
6
8
4
4
 

 「
忘
年
囲
碁
大
会
」
一
般
参
加
者
募
集
 

B

12
月
7
日
豸
、午
前
10
時
か
ら
／
C

八
潮
市
商
工
会
館
／
G

段
・
級
に
よ

る
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
対
局
※
会
員

以
外
の
方
で
も
参
加
で
き
ま
す
／
H

1
5
0
0
円
（
賞
品
・
弁
当
・
飲
み
物

を
含
む
）／
D

11
月
30
日
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
野
口
（
蕁
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
9
9
9
＝
4
8
5
1
）
へ
 
 

ぴ
よ
っ
こ
ク
ラ
ブ
 

B
毎
週
木
曜
日
、
午
前
10
時
30
分
〜
正

午
／
C
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か

／
G
未
就
学
園
児
と
保
護
者
で
体
操
、

ゲ
ー
ム
、
工
作
、
誕
生
日
会
等
を
し
て

遊
び
ま
す
。
／
H
月
会
費
2
0
0
円（
体

験
無
料
）／
I

清
松
蕁
9
9
8
＝
0
2

3
6
・
麦
倉
蕁
9
9
6
＝
5
1
5
5
 

 ビ
デ
オ
で
学
ぶ
「
住
基
ネ
ッ
ト
が
招
く

監
視
社
会
」
 

B

12
月
13
日
貍
、
午
後
1
時
30
分
〜
4

時
／
C
八
幡
公
民
館
視
聴
覚
室
／
F
1

0
0
人（
先
着
順
）／
G
講
師
＝
西
邑
享

さ
ん（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）／
H
3
0
0

円
／
I
田
林
蕁
9
9
6
＝
8
1
0
4
 

伝
言
板 

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
を
募
集
し
ま
す
。 

ゆ
ず
り
ま
す
　
Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー（
3
千
円
）、ひ

な
人
形（
1
万
5
千
円
）
 

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
　
子
供
用
・
大
人
用
自
転
車
、

ピ
ア
ニ
カ
、
ミ
シ
ン（
卓
上
用
）
 

※
問
題
が
生
じ
た
時
は
、当
事
者
間
で
解
決
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
I
商
工
振
興
課
蕁
A
3
3
6

大
竹
　
寛
さ
ん 

か
ん 

お
お
た
け 

（
南
川
崎
出
身
） 

○初勝利が決まった瞬間の感想
をお聞かせください。 
　躾勝った！軛と思いました。 
○日ごろの練習はいかがですか。 
　プロなりに厳しいです。やら
されるのではなく、自分からや
らなければいけない部分が大き
いので、自分の意思や自己管理
の大切さを感じています。 
○一軍入りしたときと、初登板
したときの感想をお聞かせくだ
さい。 
　一軍入りを伝えられたとき
は、驚きと嬉しさが込み上げて

きました。初登板のときは、マ
ウンドに立った喜びと緊張感で
一杯でした。 
○今後の抱負をお聞かせくださ
い。 
　開幕一軍を目指して、先発ロ
ーテーションで投げられるピッ
チャーになれるよう、頑張りま
す。 
○八潮市の皆さんや野球ファン
にメッセージをお願いします。 
　自分なりに上を目指して頑張
っていきたいと思いますので、
応援をよろしくお願いします。 

日本プロ野球セントラルリーグ 
一軍戦で初勝利！ 

　
八
潮
市
老
人
医
療
費
支
給
事
業
の

支
給
に
つ
い
て
、
年
齢
要
件
は
従
来

68
歳
お
よ
び
69
歳
の
方
と
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
た
び
、
昭
和
9
年
1

月
2
日
か
ら
昭
和
10
年
12
月
31
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
を
対
象
と
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
（
平
成
16
年
1

月
1
日
か
ら
実
施
）
 

　
対
象
と
な
る
方
（
年
齢
要
件
以
外

に
所
得
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要

で
す
）
が
、
69
歳
を
迎
え
ら
れ
た
時
に
、

個
別
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
申
請
手

続
き
の
必
要
書
類
を
窓
口
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

I
高
齢
い
き
が
い
課
蕁
A
4
4
2

八
潮
市
老
人
医
療
費
支
給
事
業
が
変
わ
り
ま
す
！

八
潮
市
老
人
医
療
費
支
給
事
業
が
変
わ
り
ま
す
！ 

八
潮
市
老
人
医
療
費
支
給
事
業
が
変
わ
り
ま
す
！ 

八条保育所 

伊草保育所 

中馬場保育所 

中央保育所 

南川崎保育所 

大曽根保育所 

古新田保育所 

八條1567 

伊草372 

中央3-29-17 

八潮8-1-5 

南川崎207-1 

大曽根1518 

古新田10

蕁996ー3656 

蕁996ー3657 

蕁996ー3068 

蕁995ー7570 

蕁996ー9642 

蕁996ー0326 

蕁996ー3500

保育所 所在地 電話番号 

わかくさ 
学童保育所 
たけのこ 
学童保育所 
やわた 
学童保育所 
やなぎのみや 
学童保育所 
おおぜ 
学童保育所 

南川崎826-3  

大曽根921-2  
中央四丁目21 
-25 

柳之宮140  

大瀬530-1

蕁997ー7195 
 
蕁997ー1249 
 
蕁997ー6821 
 
蕁998ー0043 
 
蕁998ー9088

学童保育所 所在地 電話番号 

　平成14年に広島東洋カープへ入団した本市出身の大竹さんが、
10月13日の対ヤクルトスワローズ戦に先発登板し、初勝利を納
めました。その時の１問１答をご紹介します。 

区　分 

対象者 

県内医療 

機　　関 

県外医療 

機　　関 

変更後（平成16年1月1日から） 
昭和9年1月2日から昭和10年 
12月31日までに生まれた方 

1カ月の自己負担額のうち12,000円（減
額認定者8,000円）を超えた額が払い戻
されます。 

1カ月の自己負担額のうち40,200円（減
額認定者24,600円）を超えた額が払い
戻されます。 

通常2割または1割分の払い戻しがありま
す。さらに、1カ月の自己負担額のうち限
度額（外来・入院とも上記の県内医療機
関と同様）を超えた額が払い戻されます。 

変更した内容 

医療費助成内容 

注1　入院、外来の別なく医療保険から支給される高額療養費は除きます。 
注1　医療保険の適用されない医療費は、全額自己負担となります。 
注2　世帯全員が非課税の場合、申請すると減額認定を受けることができます。 

外来 
1割負担 

保険証の 
負担率 
（3割または 
2割負担） 

入院 

外来 
・ 
入院 

区　分 入　院 
外　来 自己負担額の払い戻し 医療機関への支払い 

変更前（平成15年12月31日まで） 
　　　　

68・69歳の方 

（　　　　） 市役所への 
申請が必要 

広
島
東
洋
カ
ー
プ
投
手 

■12月の特別人権相談所のお知らせ（黄色いチラシ）において、「さいたま地方法務局越谷支局の電話番号」に誤りがありました。訂正し、お詫びいたします。
　正しくは、「９６６－１３２１」です。 

　

都
市
計
画
案
の
縦
覧
 

B
12
月
9
日
貂
〜
24
日
貉
（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）
、
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分
 
 

C
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
、
草
加
市
都
市
計

画
課
、
三
郷
市
都
市
計
画
課
、
県
都
市
計

画
課
、
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
 

G
「
草
加
都
市
計
画
　
都
市
計
画
区
域
の

整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
決
定
」
 

「
草
加
都
市
計
画
　
区
域
区
分
の
変
更
」
 

【
意
見
書
の
提
出
】
 

　
都
市
計
画
の
案
に
対
し
て
ご
意
見
の
あ

る
方
は
、
縦
覧
期
間
内
に
県
あ
て
に
、
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

I
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
蕁
A
3
2
0
 
 

　

利
用
方
法
が
変
わ
り
ま
す
！
 

〜
有
料
道
路
通
行
料
金
の
障
害
者
割
引
制

度
の
利
用
方
法
変
更
〜
 

　
12
月
1
日
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走

行
車
適
用
は
平
成
16
年
1
月
20
日
）
か
ら
、

有
料
道
路
通
行
料
金
の
障
害
者
割
引
制
度

の
利
用
方
法
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り

ま
す
の
で
、
同
制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
窓
口
で
新
た
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。な
お
、平
成
16
年
5
月
31
日

ま
で
は
、従
来
の
利
用
方
法
も
有
効
で
す
。
 

G
新
た
な
利
用
方
法
＝
割
引
の
有
効
期
限

が
記
載
さ
れ
た
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
の
提
示
 

従
来
＝
割
引
証
の
提
出
と
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
の
提
示
 

A
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、

登
録
を
希
望
す
る
自
動
車
の
車
検
証
、
運

転
免
許
証（
障
害
者
本
人
が
運
転
す
る
場

合
）、割
引
証（
残
部
が
あ
る
場
合
）、Ｅ
Ｔ

Ｃ
カ
ー
ド（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
す
る
場
合
※

原
則
と
し
て
障
害
者
本
人
名
義
の
も
の
）、

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
搭
載
器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申
込
書
・

証
明
書
 
 

D
12
月
1
日
か
ら
直
接
窓
口
へ
 

I
児
童
障
害
課
蕁
A
4
5
3
 

　

入
学
準
備
金
・
教
育
資
金
貸
付
 

　
高
校
・
大
学
の
入
学
費
用
お
よ
び
教
育

資
金
の
支
払
い
が
困
難
な
保
護
者
の
方
に
、

資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。
 

①
入
学
準
備
金
（
無
利
子
）
 

H
高
校
＝
15
万
円
以
内
、
大
学
＝
25
万
円

以
内
 

②
教
育
資
金
（
無
利
子
）
 

H
高
校
＝
30
万
円
以
内
、
大
学
＝
50
万
円

以
内
 

E
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て

い
る
方
※
保
証
人
1
人
が
必
要
（
市
内
に

住
民
登
録
が
あ
り
、
1
年
以
上
居
住
し
て

い
る
方
）
 

返
済
方
法
　
卒
業
後
6
カ
月
据
え
置
き
・

5
年
以
内
に
返
済
 

I
教
育
総
務
課
蕁
A
3
7
7
 
 

　

交
通
遺
児
等
援
護
金
の
給
付
 

　
埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、

交
通
遺
児
等
援
護
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。
 

E

昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
 

た
、
乳
幼
児
お
よ
び
小
・
中
・
高
等
学
校

並
び
に
各
種
学
校
等
に
在
学
す
る
交
通
遺

児
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
該
当
者
と
同
世

帯
の
方
（
高
等
学
校
交
通
遺
児
授
業
料
減

免
対
象
者
・
児
童
扶
養
手
当
対
象
者
・
生

活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課
税
の
方
・
市

民
税
均
等
割
の
み
課
税
さ
れ
て
い
る
方
）
 

給
付
額
　
遺
児
1
人
に
つ
き
年
額
5
万
円
 

給
付
時
期
　
平
成
16
年
4
月
30
日
 
 

申
請
書
類
　
市
交
通
防
災
課
お
よ
び
市
内

各
学
校
で
配
布
 

D
平
成
16
年
1
月
30
日
ま
で
に
、
〒
3
3

0
―
0
0
6
3
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂

2
―
6
―
18
「
み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支

店
」
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
 

I
県
環
境
防
災
部
交
通
安
全
課
蕁
0
4
8

＝
8
3
0
＝
2
9
5
8
 

　

年
末
年
始
の
 

　

　
　
　
交
通
事
故
防
止
運
動
 

　
12
月
15
日
〜
平
成
16
年
1
月
3
日
 

G
年
末
年
始
は
飲
酒
の
機
会
が
多
く
、
ま

た
、
あ
わ
た
だ
し
さ
か
ら
交
通
事
故
の
多

発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
 

　
市
民
の
皆
さ
ん
、交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
 

重
点
目
標
 

○
薄
暮
時
、
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
 

○
飲
酒
運
転
な
ど
無
謀
運
転
の
追
放
 

○
交
通
安
全
教
育
の
充
実
 

★
タ
イ
ム
16

00
ラ
イ
ト
オ
ン
作
戦
 

　
秋
か
ら
冬
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
の
時
間

が
早
く
な
り
、
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し

ま
す
。
暗
く
な
っ
た
ら
、
自
動
車
の
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
を
点
け
ま
し
ょ
う
。
 

　
自
転
車
に
乗
る
と
き
も
、
ラ
イ
ト
の
点

灯
を
忘
れ
ず
に
！
 

I
交
通
防
災
課
蕁
A
2
8
8
 
 

「
差
別
を
許
さ
な
い
県
民
運
動
」
 

　
強
調
週
間
　
12
月
4
日
〜
10
日
 

　
同
和
問
題
の
早
期
解
決
を
図
り
、
差
別

の
な
い
明
る
い
埼
玉
県
を
つ
く
り
あ
げ
る

た
め
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
同
和
問
題
を

正
し
く
理
解
し
、「
差
別
を
許
さ
な
い
」
意

識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。 

I
県
総
務
部
同
和
対
策
課
蕁
0
4
8
＝
8

3
0
＝
2
2
5
6
 

　

ま
ず
、
チ
ェ
ッ
ク
！
 

　

　
　
働
く
ル
ー
ル
の
最
低
賃
金
 

　
平
成
15
年
度
の
埼
玉
県
最
低
賃
金
は
、

昨
年
度
と
同
じ
時
間
額
6
7
8
円
で
す
。
 

　
埼
玉
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の

労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

　
な
お
、
特
定
の
産
業
に
つ
い
て
は
別
途

産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

I
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
蕁
0
4
8
＝
6
0

0
＝
6
2
0
5
 

    
 

　

日
曜
朗
読
会
 

　
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
や
本
を
読
む
こ

と
が
困
難
な
方
々
を
対
象
に
、
朗
読
会
を

開
催
し
ま
す
。
朗
読
に
興
味
の
あ
る
方
も
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

B
12
月
21
日
豸
、
午
後
2
時
〜
3
時
 

C
八
條
図
書
館
多
目
的
室
 

G
図
書
館
資
料
の
朗
読
、
点
字
、
録
音
図

書
の
紹
介
、
貸
出
 

F
36
人
（
先
着
順
）
 

I
八
條
図
書
館
蕁
9
9
4
＝
5
5
0
0
 
 

　

第
19
回

市
民
音
楽
祭
 

B
11
月
30
日
豸
、
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

30
分
 
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
 

G
音
楽
演
奏
発
表
会
 

H
無
料
 

I
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

蕁
9
9
5
＝
6
2
1
6
 
 

　

第
29
回
農
業
祭
 

          B
12
月
7
日
豸
、
午
前
9
時
〜
午
後
1
時
 

C
や
し
お
生
涯
楽
習
館
 

G
農
産
物
販
売
、
農
産
物
加
工
品
販
売
、

バ
ザ
ー
、
健
康
日
本
21
事
業
、
鉢
の
会
盆

栽
展
示
会
 

I
農
政
課
蕁
A
2
9
9
 
 

「
体
験
講
座
」
 

　
　
〜
輪
飾
り
を
つ
く
ろ
う
〜
 

B
12
月
13
日
貍
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分
 

C
資
料
館
 

E
小
学
生
以
上
 

G
お
正
月
に
飾
る
輪
飾
り
づ
く
り
 

F
20
人
（
申
込
順
）
 

H
1
0
0
円
 
 

D
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
文
化
財
保
護
課

（
蕁
9
9
7
＝
6
6
6
6
）
へ
 
 

「
わ
い
わ
い
！
わ
く
わ
く
！
 

　
　
　
　
　
　
　
　
人
形
劇
場
」
 

B
12
月
14
日
豸
、
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
（
午
前
10
時
15
分
開
場
）
 

C
八
條
公
民
館
会
議
室
1
 
 

E
幼
児
〜
小
学
生
※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
 

G
市
内
で
活
動
し
て
い
る
「
人
形
劇
団
ピ

ッ
コ
ロ
」
に
よ
る
、
絵
巻
物
『
チ
ュ
ー
太

郎
の
お
友
達
さ
が
し
』
、
人
形
劇
『
お
む

す
び
こ
ろ
り
ん
』
 

F
1
0
0
人
（
先
着
順
）
 
 

H
無
料
 

D
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、
八
條
公
民
館
（
蕁

9
9
4
＝
3
2
0
0
）
へ
 
 

　

正
月
展
望
台
公
開
 

　
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
第
一
工
場
で
は
、

正
月
元
日
に
展
望
台
の
公
開
を
し
ま
す
。
 

①
「
初
日
の
出
」
特
別
公
開
 

B
1
月
1
日
豢
、
午
前
6
時
30
分
〜
7
時

10
分
 

F
3
0
0
人
（
抽
選
）
 
 

D
12
月
10
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
「
希
望

人
数
（
4
人
程
度
ま
で
）
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
」
を
明
記
の
う
え
往
復

は
が
き
で
郵
送
（
〒
3
4
3
―
0
0
1
1

越
谷
市
増
林
三
丁
目
2
番
地
1
東
埼
玉
資

源
環
境
組
合
計
画
課
企
画
広
報
係
へ
。
12

月
22
日
ご
ろ
ま
で
に
返
信
）
 
 

②
元
旦
一
般
公
開
 

　
特
別
公
開
の
後
、
午
前
7
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
ま
で
は
、
自
由
に
見
学
で
き
ま

す
。
人
数
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

I
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
計
画
課
企
画
広

報
係
蕁
9
6
6
＝
0
1
2
1
 
 

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
事
業
 

①
第
3
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

B
12
月
21
日
豸
、
午
前
9
時
〜
正
午
 

C
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ
（
鶴
ヶ
曽
根
体
育
館
）

お
よ
び
鶴
ヶ
曽
根
運
動
広
場
 

E
小
学
生
以
上
※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
 

G
社
会
体
育
指
導
委
員
の
指
導
に
よ
る
軽

運
動
（
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
）
 

A
体
操
の
で
き
る
服
装
、
体
育
館
履
き
 

H
無
料
 

②
第
40
回
市
内
一
周
駅
伝
大
会
 

B
平
成
16
年
1
月
18
日
豸
、
午
前
9
時
〜

（
小
雨
・
小
雪
決
行
、予
備
日
1
月
25
日
豸
）

E
市
内
在
住
・
在
勤
チ
ー
ム
お
よ
び
市
外

は
30
チ
ー
ム
ま
で
 

G
一
般
･
高
校
の
部
、
中
学
男
子
、
女
子

の
部
、
各
6
区
間
（
距
離
19
.
8
㎞
）
 

H
1
チ
ー
ム
3
0
0
0
円
、
中
学
生
チ
ー

ム
は
無
料
 
 

D
平
成
16
年
1
月
8
日
ま
で
に
、
参
加
費

を
添
え
て
窓
口
へ
 
 

★
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館
 

　
同
駅
伝
大
会
の
た
め
1
月
18
日
（
延
期

の
場
合
1
月
25
日
）
は
休
館
し
ま
す
。
 

―

①
②
共
通
―
 

I
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
蕁
9
9
6
＝

5
1
2
6
 
 

　

埼
玉
県
地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー
 

　
家
庭
や
地
域
で
で
き
る
防
災
対
策
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
簡
易

耐
震
診
断
無
料
相
談
も
同
時
開
催
し
ま
す
。
 

B
12
月
1
日
豺
、
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
 

C
浦
和
駅
西
口
駅
前
コ
ル
ソ
7
階
 
 

H
無
料
 

A
自
宅
の
平
面
図
（
耐
震
性
の
点
検
を
希

望
す
る
方
）
 

D
11
月
28
日
ま
で
に
、「
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
」
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

県
建
築
指
導
課
（
蕁
0
4
8
＝
8
3
0
＝

5
5
2
9
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
0
4
8
＝
8
3
0
＝

4
8
8
7
）
へ
 

    　

市
営
住
宅
入
居
者
 

入
居
予
定
日
＝
平
成
16
年
1
月
中
旬
 
 

E
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方
 

G
大
原
団
地
2
号
棟
（
八
潮
六
丁
目
2
7

番
地
5
、
3
Ｄ
Ｋ
）
 
 

F
2
戸
（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）
 
 

H
月
額
2
万
7
0
0
円
〜
4
万
5
5
0
0
円
 

D
12
月
5
日
ま
で
に
、
窓
口
へ
 
 

※
抽
選
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

I
建
築
課
蕁
A
3
2
4
・
3
2
6
 

　

あ
な
た
の
環
境
保
全
活
動
を
 

　

　
　
　
　
　
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！
 

「
第
5
回
さ
い
た
ま
環
境
賞
」
 

　
県
で
は
、
優
れ
た
環
境
保
全
活
動
の
情

報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

E
県
内
で
活
動
す
る
県
民
団
体
、
県
内
に

事
業
所
を
有
す
る
事
業
者
お
よ
び
県
内
に

在
住
す
る
個
人
（
県
民
団
体
と
事
業
者
に

つ
い
て
は
推
薦
、
自
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。

事
業
者
の
方
は
「
彩
の
国
エ
コ
ア
ッ
プ
宣

言
」
を
一
緒
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
個

人
の
方
は
、
市
町
村
や
県
民
団
体
な
ど
の

方
が
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。
）
 

表
彰
　
環
境
月
間
（
毎
年
6
月
）
に
開
催

す
る
県
環
境
推
進
大
会
内
で
表
彰
式
を
実

施
し
、
受
賞
者
に
は
賞
状
と
副
賞
の
贈
呈

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 
 

D
12
月
26
日
ま
で
に
、
募
集
案
内
の
応
募

申
込
書
作
成
要
領
に
従
っ
て
、
県
環
境
推

進
課
あ
て
郵
送
　
〒
3
3
0
―
9
3
0
1

（
住
所
記
入
不
要
）
県
環
境
推
進
課
　
さ

い
た
ま
環
境
賞
係
 
 

I
県
環
境
推
進
課
さ
い
た
ま
環
境
賞
係
蕁

0
4
8
＝
8
3
0
＝
3
0
3
8
  

市立保育所  
学童保育所  
市立保育所  
学童保育所  
市立保育所  
学童保育所  

　
平
成
16
年
4
月
か
ら
の
入
所
に
つ
い
て
、

申
請
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
 

 

 

　
市
で
は
、
生
後
6
カ
月
か
ら
就
学
前
ま

で
の
児
童
を
対
象
に
、
保
育
所
を
市
内
7

カ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
 

受
付
期
間
　
平
成
16
年
1
月
5
日
豺
〜
11

日
豸
、
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
（
期

間
厳
守
）
 

※
市
役
所
で
は
、
土
・
日
曜
日
も
受
け
付

け
ま
す
が
、
各
保
育
所
は
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
の
み
受
け
付
け
ま
す
。
 

受
付
場
所
　
市
役
所
2
階
児
童
障
害
課（
土
 

・
日
曜
日
は
市
役
所
1
階
に
特
設
窓
口
を

設
置
）
、
各
保
育
所
 

※
新
規
に
申
し
込
み
さ
れ
る
方
は
、
申
請

時
に
、
入
所
希
望
の
児
童
と
一
緒
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

必
要
書
類
　
①
入
所
申
込
書
②
勤
務
証
明

書
③
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
告
書
の

写
し
な
ど
平
成
15
年
の
所
得
税
を
証
明
す

る
も
の
（
確
定
申
告
の
方
は
申
告
後
、
速

や
か
に
提
出
願
い
ま
す
）
 

※
①
・
②
の
用
紙
は
、
児
童
障
害
課
ま
た

は
各
市
立
保
育
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
 

※
現
在
、
保
育
所
に
入
所
中
の
方
は
、
②
・

③
の
書
類
の
み
を
保
育
所
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
 

入
所
基
準
 

①
保
護
者
が
家
庭
外
で
仕
事
に
従
事
す
る

　
こ
と
が
普
通
で
あ
る
場
合
 

②
保
護
者
が
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
日

　
常
の
家
事
以
外
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ

　
と
が
普
通
で
あ
る
場
合
 

③
妊
娠
中
で
あ
る
か
ま
た
は
出
産
後
間
が

　
な
い
場
合（
産
前
6
週
、産
後
8
週
の
間
）
 

④
疾
病
、
負
傷
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
障

　
害
の
あ
る
場
合
 

⑤
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
、
心
身
に
障
害

　
の
あ
る
人
が
い
る
た
め
、
い
つ
も
看
護

　
に
当
た
っ
て
い
る
場
合
 

⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害

　
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
場
合
 

保
育
時
間
　
月
〜
金
曜
日
＝
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
4
時
30
分
、
土
曜
日
＝
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分
 

※
時
間
外
・
延
長
時
間
預
か
り
な
ど
有
り
 

保
育
料
　
前
年
の
世
帯
の
所
得
税
に
よ
り

算
出
さ
れ
ま
す
。
 

 

 

　
市
で
は
、
小
学
1
年
生
か
ら
3
年
生
ま

で（
原
則
）の
児
童
を
対
象
に
、学
童
保
育

所
を
市
内
5
カ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
 

受
付
期
間
　
平
成
16
年
1
月
5
日
豺
〜
11

日
豸
、
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
（
期

間
厳
守
）
 

※
土
・
日
曜
日
も
受
け
付
け
ま
す
。
 
 

※
現
在
、学
童
保
育
所
に
入
所
中
の
方
も
、

改
め
て
入
所
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

受
付
場
所
　
市
役
所
2
階
児
童
障
害
課（
土
 

・
日
曜
日
は
市
役
所
1
階
に
特
設
窓
口
を

設
置
）
 

必
要
書
類
　
①
入
所
申
込
書
②
勤
務
証
明

（
用
紙
は
児
童
障
害
課
で
配
布
）
 

入
所
基
準
 

　
保
護
者
が
市
立
保
育
所
の
入
所
基
準
①

〜
⑥
の
い
ず
れ
か
の
事
情
に
あ
る
方
で
、

か
つ
同
居
の
親
族
な
ど
が
、
児
童
を
保
育

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合
 

保
育
時
間
　
月
〜
金
曜
日
＝
放
課
後
〜
午

後
6
時
、
土
曜
日
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
6
時
（
や
な
ぎ
の
み
や
・
お
お
ぜ
学
童

保
育
所
は
月
〜
金
曜
日
の
み
開
所
）
 

保
育
料
　
月
額
9
0
0
0
円
 

      

 

　
小
学
1
年
生
以
上
の
児
童
の
保
育
を
助

け
る
市
内
民
営
学
童
ク
ラ
ブ
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
保
育
内
容
お
よ
び
保
育
時
間
等
は

各
学
童
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
 

入
所
希
望
の
方
は
、
各
学
童
ク
ラ
ブ
へ
直

接
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

○
ど
ん
ぐ
り
学
童
ク
ラ
ブ
（
緑
町
四
丁
目

1
―
1
　
蕁
9
9
6
＝
2
2
1
6
）
 

受
付
期
間
　
平
成
16
年
1
月
5
日
豺
〜
9

日
貊
＝
正
午
〜
午
後
6
時
30
分
、
10
日
貍

＝
午
前
8
時
〜
午
後
4
時
30
分
 

○
ひ
ま
わ
り
学
童
ク
ラ
ブ
（
古
新
田
9
0

4
番
地
3
　
蕁
9
9
5
＝
1
4
7
5
）
 

受
付
期
間
　
随
時
受
け
付
け
 

○
つ
く
し
ん
ぼ
学
童
ク
ラ
ブ
（
八
條
1
5

6
7
番
地
23
　
蕁
9
9
6
＝
5
8
4
6
）
 

受
付
期
間
　
平
成
16
年
1
月
5
日
豺
〜
2

月
27
日
貊
（
第
1
回
締
切
り
）
 

I児童障害課蕁B314

入所者を募集します！ 入所者を募集します！ 市
立
保
育
所 

市
立
学
童
保
育
所 

民
営
学
童
ク
ラ
ブ 

（３）　　広報 平成15年11月25日　（２） No.633


